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１．ＮＰＯさんじょうの概要
　三条市市民活動支援センター（特定非営利活動法人　NPO さんじょう）の主な業務は、

①市民活動団体向けの相談・コーディネート
②情報受発信サービス（情報発信支援、会報誌の印刷やホームページの作成代行など）
③講座・セミナー、イベント
④地域通貨「らて」の運営
⑤コミュニティビジネス支援

である。
　地域通貨「らて」の流通は平成 15年度から開始され、当初は別の団体が運営主体となっていたが、現在は、
ＮＰＯさんじょうが地域通貨「らて」の運営主体となっている。

２．地域通貨「らて」の概要
　地域通貨「らて」に関しては、平成 14年度から実証実験が開始され、平成 15年度から、実際の流通が開始さ
れた。
環境活動を実施した際に、「らて」がもらえ、その「らて」を集めることで、専用ごみ袋との交換や市内の飲食店
等で割引サービス、エコリサイクル品との交換などが可能になる。
　なお、ＮＰＯさんじょうが、「らて」の交換先として、ごみ袋との交換を可能にした。

「らて」がもらえる環境活動
レジ袋を断る １枚＝１「らて」

てんぷら油を出す
（500mlのペットボトルで）

１缶＝１「らて」

マイはしの持参 １膳＝１「らて」
リサイクル品の使用済み割り箸持参者

使用済みペットボトルキャップの回収

リサイクル品（日用雑貨・贈答品）持参者

特定非営利活動法人環境NPO良環
主催のイベントに参加

古切手、テレホンカードの持参
（ヤマタノオロチ伝説まつり）

「らて」の交換先
① 20枚で市専用ごみ袋中サイズ３枚或いは小サイズ６枚と交換
②市内の「らて」協力店で、お得なサービス券として使用
（「らて｣券１枚につき、1商品を５％割引、「らて」券１枚で 100円割引／等）
③市民活動団体のエコリサイクル品と交換
　・環境NPO良環の場合：紙コップ、ナイロン袋、ペン皿、餅網、日用雑貨品等と交換
　・三条おやこ劇場の場合：子供服、絵本、おもちゃ等と交換

環境活動をポイント化することで、次のような効果がある。 
‐市民のメリット→環境活動の「見える化」「お楽しみ感」（ポイント化） 
‐協力店のメリット→レジ袋などの経費削減・環境貢献 
　‐市のメリット→ごみの減量・地球温暖化防止・環境美化   

３．地域通貨「らて」とレジ袋削減への取組のリンケージについて
・平成 20年度から、“レジ袋１枚断る”取組に対し、地域通貨「らて」１枚を発行するようにしている。
・これは、中小のスーパーにおけるレジ袋削減への取組を容易にしたいという考えから、行われるようになったも
のである。大手スーパーは独自にレジ袋削減に向けた取組を進められるので、特段、地域通貨「らて」との連
携を必要としていない。
・地域通貨「らて」を 20枚集めることで、ごみ指定袋の中サイズ３枚、小サイズ６枚と交換が可能となっているが、
これは家庭で１ヶ月間に使用するごみ指定袋の数に相当する。
・地域通貨の価値の目安は、20～30円／枚、３枚で 100円としている。現状は、“レジ袋１枚断り”と“ごみ拾い”
がいずれも「らて」１枚に相当し、等価となっている。
・地域通貨「らて」の回収は、環境活動団体、経済活動団体、市民活動団体いずれからも行われているが、支出
については、大半がスーパーでのレジ袋削減に対する「らて」発行用に出されている。すなわち、年間８～９万
枚の地域住民によるレジ袋削減活動に対して、地域通貨「らて」が充当されている。



地域通貨「らて」の収支
団体からの回収 市や市民団体への支出

平成 21年度 121,229枚 86,402枚
平成 22年度 121,101枚 99,792枚

「らて」がもらえる経済活動、市民活動
団体名 内容

市民活動
団体の取
組みに協
力する

特定非営利活動法人
三条おやこ劇場

・当会の活動にボランティア参加
・当会主催のイベントに参加
・当会の事務所ボランティア

特定非営利活動法人
地域たすけあいネットワーク

・たすけあい活動に参加
・「かじまちの家」大掃除に参加
・庭の手入れ、軽易な修繕
・当会主催のイベントのお手伝い

特定非営利活動法人
にいがた災害ボランティアネット
ワーク

・災害に関するボランティア活動
・当会主催の研修会に参加
・当会の事務作業ボランティア

スペシャルオリンピックス　
日本・新潟・三条市
バスケットボールプログラム

・月 2回のバスケットボールプログラムにボラン
ティアで参加

市が行う
事業など
に協力（参
加）する

市 ・おはなし会での読み聞かせ
・特別整理期間中の作業、書架整理、本の修理
作業
・ブックスタート事業でのおはなしボランティア
・図書館行事への協力
・保育ボランティア活動

・地域通貨「らて」が円滑に機能しているのは、行政とＮＰＯさんじょうの協働の成果といえる。行政がＮＰＯさん
じょうの取組に理解を示し、地域通貨「らて」の運営業務への支援を行い、一方、ＮＰＯさんじょうは地域通貨
「らて」の交換先の拡大や回収事業者の拡大に取組むことで、地域活性化に貢献するという、良好な関係が
構築されている。

４．その他、特記事項
・「らて」の利用状況を見ながら、換算割合を変更することもある。過去に、温泉施設で提供されるビールが「ら
て」１枚に対しビール１杯と極めて有利な状況にあったことから、温泉施設での「らて」利用のビール注文者が
殺到し、換算割合の変更の必要性が高まり、その後、「らて」５枚でビール１杯に変更になった例もある。
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